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■  用　途

ＰＤ５５５、ＨＰＭ３８などの耐食プラスチック金型、打抜金型、プレス金型の肉盛溶接。
フォーミングロール、バルブ、シャー、ポンチなどの硬化肉盛。

■  特　性

１．ＭＨ－１３ＨＳは高炭素１３Ｃｒ鋼系のマルテンサイト系組織の溶着金属が得られる
　　硬化肉盛用ＭＡＧ溶接ワイヤで、自硬性が強く、溶接のままでＨＶ５００以上の硬さ
　　が得られます。

２．溶着金属は耐熱・耐食・耐摩耗性が良好です。

■  作業要領

１．２００℃以上の予熱とパス間温度の保持が必要です。

■  ワイヤの化学成分一例（％）

■  溶着金属の硬さ一例

■　適正溶接条件（ＤＣワイヤ＋、パルス入り）

　

　＊最少数量：１２．５Ｋｇ
　

被覆ｱｰｸ溶接棒相当品 　 ：KT-11CR
ＴＩＧ溶接棒相当品 ：MHP-13T
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